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Abstract We found a new larval food plant of Lycaeides subsolanus in the field on the foot of Mt 
Fuji. It was identified as Vicia pseudo-orobus. Rearing results with two species of larval food 
plants, already known V. unijuga and newly found V. pseudo-orobus, suggest both species are 
equally good for Lycaeides subsolanus. Two species of ants, Lasius japonicus and Formica japoni- 
ca, were observed in the field tending to the larvae of Lycaeides subsolanus. 
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筆者 の 一 人 宮下 は , 2004465 月 23 日 山梨 県 富士 吉田 市 梨 ヶ 原 に お いて 西村 正 賢 氏 ヒ と 二 人 で アサ マシ 
ジミ Lycaeides subsolanus (Eversmann) DYE IRR PZ, の テン ハギ Vicia unijuga と と も に それ と は 
異な る 夢 性 の 植物 を 食べ て いる 本 種 幼 虫 を みつ け , 飼育 の た め に 二 人 で 約 40 頭 の 幼虫 を 採集 し 持ち 
帰っ た . その 内 , 宮下 は 飼育 容器 を 食 草 別に し て , 採集 時 に 共生 し て いた トビ イロ ケア リ Lasius japoni- 
cus Santschi と と も に 飼育 し た (Fig.1). 


は 計 21 頭 を 飼育 し , 6 月 13-18 日 の 間 に 7 ず 5\ が 羽化 し た . その 飼育 結果 は Table 1 の 通り で あ 
る . これ を みて も わか る 通り , アサ マシ ジミ は どちら の 食 草 で も 50% 以上 が 無事 羽化 し , この 結果 だ 
け か ら み る と 羽化 率 は 新 食 草 の 方 が 若干 高かっ た が , 食 草 と し て は どちら も は ほ ば 同 程 度 に 適し て いた 
と 判断 され る . 表 か ら わ か る よう に , 飼育 前 の 野外 で の 寄生 率 は 10-18% (1 ex. DH) T, 食 草 に よる 
大 き な 差 異 は 認め られ な か っ た . また , 共生 し て いた トビ イロ ケア リ を その まま 入れ て 飼育 し て いた が , 
アリ も ずっ と 元気 で , 飼育 容器 の 中 で も 幼虫 や 前 華 と 共生 し て いる 様子 が 観察 され た (Fig. 2). MRE 
か ら 羽 化し た 成虫 3 の 1* を 比較 し て みて も , 大き さ や 体 色 , 次 表 の 色 等 に 極端 な 差異 は 認め られ な か 
っ た (Figs 3, 4). 


26 日 に これ ら 飼 育 中 の 幼虫 を 見 せ て も ら っ た 渡辺 は , 写真 撮影 する と と も に 食 草 の 同定 を 昭和 大 学 
薬学 部 磯田 進 先生 に 依頼 し , この 食 草 が オオ バク サフ ジ Vicia pseudo-orobus で ある こと が 判明 した. 
その 後 , この 食 草 に つい て 日 本 鱗 閉 学会 会 長 高橋 真弓 先生 に 問い 合わ せ た と ころ , 新しい 食 草 と 思わ れ 
る 旨 の ご 教示 を 頂い た . また , 同月 28 日 に 現地 を 訪れ 16 頭 の 幼虫 を 確認 し た が , その 内 新 食 草 オオ バク 
サフ ジ を 食べ て いた の は , 約 63% に あたる 10 頭 で あっ た (Table 2). この 結果 か ら も , アサ マシ ジミ は 野 
外 に お いて , どちら の 食 草 も る ほぼ 同 程度 に 選好 し て いた も の と 考え られ る . 


この 日 の 観察 時 間 中 , 共生 アリ と し て は , オオ バク サフ ジ を 食べ て いた 幼虫 に は , 全て トビ イロ ケア 
リ が つい て いた (Table 2). また , 色 の 違い が 原因 か どう か わか ら な い が , 青 味 が か っ た 色 の 幼虫 に は 
最初 つい て いた トビ イロ ケア リ が すぐ いな く な り , アリ の いな い 状 態 が 長く 続い て いた が , 黄 緑 色 や 緑 
色 を し た 幼虫 に は 2-4 頭 の トビ イロ ケア リ が つい て いて , 頭数 は 変化 し て も アリ の つい て いな い 時 間 
は な か っ た (Hig.$). 一 方 ,. チ ナン テン ハギ を 食べ て いた 幼虫 に も , ほ と ん ど は トビ イロ ケア リ が つい て い 
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Fig. 1. Rearing larvae on Vicia pseudo-orobus in breeding. 

Fig. 2. Pre-pupa and tending ant (Lasius japonicus). 

Fig. 3. Adults reared on Vicia unijuga. 

Fig. 4. Adults reared on Vicia pseudo-orobus. 

Fig. 5. Larva and tending ants (Lasius japonicus) on Vicia pseudo-orobus. 
Fig. 6. Larva and tending ants (Formica japonica) on Vicia unijuga. 


た が , 2 例 の みそ れ ぞ れ 2 頭 の クロ ヤマ アリ Formica japonica Motschoulsky が つい て いて , 長い 間 2 頭 
と も 共生 し て いた (Table 2; Fig. 6). これ まで , アサ マシ ジミ の 共生 アリ と し て は 種 名 が は っ きり し な い 
も の が 多く , 写真 の キャ プシ ョ ン に クロ ヤマ アリ と 記さ れ た も の ( 柱 田 ほか , 1984) 以外 , 種 名 が 明記 さき 
れ て 公表 され た 記録 は あま りな いと 考え られ る の で , 今回 の 記録 は この 点 で も 重要 と 思わ れる . 


ナン テン ハギ と オオ バク サフ ジ が 同 程度 に パッ チ 状 に 分 布 し て いた の は , この 調査 地点 約 10x30m 
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Table 1. Rearing results of the larvae with two larval food plants in 2004 by Y. Miyashita. 
Factor of the death 
uated Slant No. of — No. of Rate of I lete P iti With Rate of 
P larvae emergence emergence POOMP ete TRS に O death 
emergence fly parasite 

Vicia pseudo-orobus 11 exs 3 S44 64% Lex. 2 exs 1 ex. 36% 
Vicia unijuga 10 exs 431? 50% 2 exs 1 ex. 2 exs 50% 


Tabel 2. Larval food plants and tending ants observed on 28 May 2004 in the 
field by M. Watanabe. 








No. of larvae Tending ant species 
Larval food plant Se 7 ae 
observed Lasius japonicus Formica japonica 
Vicia pseudo-orobus 10 exs 10 exs 0 
Vicia unijuga 6 exs 4 exs 2 exs 





DRWA TC, 同じ 梨 ヶ 原 で も 周辺 約 1 km 以内 で み ら れ た アサ マシ ジミ ミ の 別 の 産地 3 地点 で は , いずれ 


も ナン テン ハギ だ けし か 見 られ ず , 幼虫 も ナン テン ハギ だ け か ら 見 つか っ た . これ ら 3 地 点 で の 共生 


アリ も , すべ て トビ イロ ケア リ で あっ た (2003, 2004 年 の 渡辺 の 調査 結果 ). 








アサ マシ ジミ の 食 草 と し て は , これ まで ナン テン ハギ , エ ビラ フジ Vicia venosa var. cuspidata, クサ フジ 
V. c7gccg., ミ ヤマ タニ ワタ ン シ V bifolia, ヨッ ツバ ハギ V. nipponica, タイ ツリ オウ ギ Astragalus mem- 
branaceus, シロ ウマ オウ ギ A. shiroumensis, モモ メン ゾル A. reflexistipulus, イリ オウ ギ Hedysarum vici- 
coides が 確認 まれ て お り , 終 令 幼虫 が ミツ バツ チ グ リ Potentilla freyniana か ら 発 見 され た こと も あっ 











だ GEE ほか , 1984) が , 今回 新た に オオ バク サフ ジ が 加わ っ た こと ! に な る . この 植物 は , 今 


* 回 は アサ マシ 


ys ミ の 幼虫 の 生息 地 で し か 見 られ ず , ナン テン ハギ と 混 生 し て いた こと か ら , ナン テン ハギ を 食べ て い 
た も の の 一 部 が , 近く に あっ た 同属 の オオ バク サフ ジ に 二 次 的 に 食性 転換 し た 可能 性 が 示唆 され る . 
今後 , 主要 食 草 と 考え を られ る ナン テン ハギ , そし て 今回 記録 され た 新 食 草 オオ バク サフ ジ と 同属 で , 今 
回 の 調査 地 周辺 に も 少く 見 られ る ウル フジ バカ マ Vida amoena TS ASP FF SV amurensis 6 BE 











と し て いな いか 確か め て みる 必要 が ある と 思う . 


RELA, 調査 に ご 協力 いた だ いた 西村 正 賢 , 日 須 英 樹 両氏 , 食 草 の 同定 を し て いた だ いた 昭和 大 





























学 磯田 進 先 生 , 共生 アリ の 同定 を し て いた だ いた 昭和 大 学 萩 原 康夫 先生 , アサ マシ ジミ の 








食 草 に つい て 


ご 教 志 いた だ く と 同時 に 草稿 に 懇切 」 で 有 符 な コメ ント を いた だ いた 日 本 鱗 次 学会 会 長 高橋 真弓 


先生 に 深謝 する . 
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Summary 


Miyashita found many larvae of Lycaeides subsolanus (Eversmann) feeing on a new larval food plant on 23 


May 2004 on the foot of Mt Fuji, Yamanashi Prefecture, and reared 21 larvae separately on two species of 


larval food plants with its tending ants (Fig. 1). 


The results shown in Table 1 suggest both species are equally good food plants for Lycaeides subsolanus and 


the rate of parasitized larvae in the field was not so different between the two species (10-18%). The tending 
ants, Lasius japonicus Santschi, attended to larvae and pre-pupae of Lycaeides subsolanus continuously (Fig. 
2). Emerged adults reared on Vicia pseudo-orobus were not so different from those on V. unijuga in size and 


color pattern of wings (Figs 3, 4). 
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Dr Susumu Isoda identified this new larval food plant as Vicia pseudo-orobus. On 28 May Watanabe visited 
the area and found 16 larvae feeding on both food plants, 10 (63%) of them feeding on V. pseudo-orobus with 
tending ants, Lasius japonicus (Fig. 5). On the other hand 2 of 6 larvae feeding on V. unijuga were attended 
each by two ants of Formica japonica Motschoulsky (Fig. 6) while the rest were attended by several ants of 
Lasius japonicus (Table 2). 


Both larval food plants were found patchily and equally only in this survey area of 10 m x 50 m, while the 
larvae of Lycaeides subsolanus were found by Watanabe only on V. unijuga with its tending ant species 
Lasius japonicus in 3 other areas around this area within radius of 1 km in 2003 and 2004. 
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